
第 1 回 健幸まちづくりとモビリティハブを考える研究会 次第 

 

主 催 ：筑波大学スマートウエルネスシティ（SWC）政策開発研究センター  

日 時 ：令和 7 年１１月１３日（木） ９：３0‐1１：３0  

場 所 ：筑波大学東京キャンパス（丸ノ内線：茗荷谷駅）1 階 12１講義室  

※現地とオンライン（Zoom）のハイブリット開催 

 

 

1. 参加者自己紹介 

 

2. 趣旨説明     

１） 公衆衛生の観点から 

久野 譜也 筑波大学大学院人間総合学術院教授・SWC 政策開発研究センター長 （5 分） 

２） 交通工学の観点から 

神田 昌幸 筑波大学大学院人間総合学術院教授（協働大学院）・大和ハウス工業執行役員 （5 分） 

 

3. これからの我が国の公共交通とコミュニティに関する方向性 

 

１） 公共交通と健幸との関係    

谷口 綾子 筑波大学システム情報系・教授 （15 分） 

 

２） モビリティハブの海外事例と日本での実証からわかった戦略の知見 

安藤 章 日建設計総合研究所役員・主席研究員 （15 分） 

 

３） 和泉市の現状・展望   

辻 宏康 大阪府和泉市・市長 （1０分） 

 

４） モビリティハブに関する都市局の取り組み    

 筒井 祐治 国土交通省 都市局 街路交通施設課 課長 （1０分） 

 

4. 総合ディスカッション （４0 分） 

 

5. 今後の予定   

 久野 譜也 事務局長・筑波大学大学院人間総合学術院教授・SWC 政策開発研究センター長 （5 分） 

 

6. その他 

 

 


